



















































































































































日本に紹介した」 、あるいは「日本の彫刻家に構築性の重視を訴えた」 とされ1 2
 井上由理 『青春のモンパルナス 1923-1928 清水多嘉示滞仏記』 信濃毎日新聞 9頁 2006年1
 神谷睦代 「日本の彫刻にあらわれた影響と模倣」 『ロダンのかげの彫刻家たち-もうひとつの近2
















































































































 早坂義征『太陽への道　評伝・彫刻家清水多嘉示の生涯』長野日報社 19-20頁 2007年 5
「彼が小学校五年生のとき（中略）天下の奇祭・御柱祭の主役である樅の大木の御柱を、
近隣の村民総出の中に混じって曳いた覚えがある。」



































 井上由理 前掲書 21頁7
 淸水多嘉示 「ブルデルの思ひ出」『新美術』9月号 春鳥會 9-10頁 1942年 8
































 淸水多嘉示 「ブルデルの生活と藝術」『文藝』2巻8号 改造社 54頁 1934年9
 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 56頁 1934年10
淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 57頁 1934年11
 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 58頁 1934年12
 7
　「『方法こそ違ふが、モニュマンタルな表現の考のおきどころ−綜合的で、單





























 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 57頁 1934年13
 原典：淸水多嘉示 「實技研究『初級編』藝術に於ける素描の位置」『実技研究　初級編（前）』 14
2-3頁 1950年代　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書 61頁 





























 淸淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 54頁 1934年 16
 淸淸水多嘉示 前掲「ブルデルの生活と藝術」 56頁 1934年17
 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 17頁18
 ブールデルと親交のあったフランスの哲学者19
 ブールデルと親交のあったフランスの詩人・小説家20

































 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 12頁22
 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 12頁23





































 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 5頁25


















































彫刻観を身を挺して指導しており、井上武吉（19 3 0 − 1 9 9 7）、池田宗弘　
（1939−	）、神戸峰男をはじめとする多くの作家を育てている。	
井上由理 前掲書 9頁  28
「1928（昭和3）年に帰国した清水多嘉示が、日本の美術界で果たした役割は大きい。（中略）特に
戦争直後のいち早い美術の復興に尽くした様子が資料に残されている。」
 井上由理 前掲書 9頁 29
「1931年に設置された彫刻科は清水一人が背負ってきたといって差し支えない。」
 原典：淸水多嘉示 「彫刻科」『帝國美術』2号 21-22頁 1936年　出所：黒川弘毅・井上由理30









































 イオネル・ジャヌー、安井源治訳 「ブールデル-その生涯と作品」『近代彫刻の父 巨匠・ブール31
デル展カタログ』 フジカワ画廊 14-15頁 1982年



























 イオネル・ジャヌー 前掲書 20頁33
 イオネル・ジャヌー 前掲書 21頁34


































 大屋美那 「序-ロダンとブールデル,彫刻に残る手の痕跡」 『手の痕跡 Traces of Hands 国立西36
洋美術館所蔵作品を中心としたロダンとブールデルの彫刻と素描』 国立西洋美術館 3頁 2012年 
「わたしにとって重要なこと、それは肉付けする	ことである。ブールデルにとっては、それは建築	
である。わたしは筋肉のなかに感情を押し込める。	彼は、様式のなかに感情を溢れさせるのだ」
 アントワーヌ・ブールデル、土居竜二訳 『A・ブールデル 芸術と人生に関する手記』 文化書房博37
文社 115頁 1993年
 アントワーヌ・ブールデル 前掲書 52頁38
































 高田博厚 「ロダン／ブールデル／マイヨール」 『L’Art du Monde 世界美術全集24 第18回配本 40
ロダン／ブールデル／マイヨール』 河井書房 90頁 1968年































































 『手の痕跡　Traces of Hands』 国立西洋美術館 124頁 2012年43
 江藤望 「彫刻における時間性について1」 『金沢大学教育学部紀要』 金沢大学教育学部紀要 1544
頁 2004年


































 高村光太郎訳 前掲書 228頁46












































































































































 淸水多嘉示 「藝術作品に於る張り」『アトリエ』12頁 1935年 49
 原典：淸水多嘉示 「塑造技法（中）」 『綜合美術研究』4 49-63頁 1933年　出所：黒川弘毅・50
井上由理（編） 前掲書 21頁



































 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 2頁52




































































 淸水多嘉示 「帝展の彫刻」『アトリエ』7巻11号 100-101頁 1930年55





































































 原典：淸水多嘉示 「塑造技法（全身像）（上）」『綜合美術研究』3 57-71頁 1933年　出所：58

































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所：黒川弘毅・井上由理59
（編） 前掲書17-18頁 

































  原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所：黒川弘毅・井上由理61
（編） 前掲書18頁 
































 原典：淸水多嘉示   前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所：黒川弘毅・井上由理63
（編） 前掲書18頁 
 原典：淸水多嘉示  前掲「塑造技法（中）」 49-63頁　出所： 黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書64
23頁 


































 淸水多嘉示 前掲「藝術作品に於る張り」 11頁66


































 淸水多嘉示 前掲「藝術作品に於る張り」 11頁68






























 原典：淸水多嘉示 「SPAIN 便り AVRIL 1925」『帝國美術』6号 46-47頁 1936年　出所：黒70
川弘毅・井上由理（編） 前掲書 39頁 































 原典：淸水多嘉示 「作家の言葉（二）」 『帝国美術』11号 35-36頁 1943年 72
　 出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書 55頁 
 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 11頁73



































 淸水多嘉示 前掲「ブルデルの思ひ出」 12頁75

































 淸水多嘉示 「美の高さ」『新しい学校』10号 興文館 27-28頁 1952年77
 原典：清水多嘉示 「數」『瞳々会彫塑展』1969年　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書17978
頁 






























 原典：淸水多嘉示 前掲「作家の言葉（二）」 35-36頁　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲80
書55頁 
 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（中）」 49-63頁　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書81
20-21頁 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































  原典：淸水多嘉示 「實技研究「初級編」藝術に於ける素描の位置」 『実技研究　初級編104
（前）』 2-3頁 1950年代　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書61頁 
 「清水多嘉示 カタログレゾネ 彫刻」『清水多嘉示論集Ⅱ 共同研究「清水多嘉示の美術教育につ105



































 早坂義征 前掲書 2007年 96頁 108
「『ブルデルの下に入門して最初の作品』といっているが、『男の立像』は多分初期の作品の部類
に入るが、最初の作品はない。」










































































































































































 篠崎未来（編） 「清水多嘉示 カタログ・レゾネ 彫刻」『清水多嘉示資料｜論集:共同研究「清水120


































































































































































































































































































































































































































































































































































 清水多嘉示 「随筆 旅と感動」『文芸広場　教職員の文芸誌』9巻2号 4頁 1961年138





















































































































































































































































































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理143
（編） 前掲書17頁 

































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理145
（編） 前掲書 18-19頁 



































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理147


































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理148































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理149
（編） 前掲書17頁
 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（全身像）（上）」 57-71頁　出所： 黒川弘毅・井上由理150




















































































































































































































































 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（中）」 49-63頁　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書153
21頁 
 原典：淸水多嘉示 前掲「塑造技法（中）」 49-63頁　出所：黒川弘毅・井上由理（編） 前掲書154
22頁 






















































































































































































































































































































































































































































































































 原典：淸水多嘉示「滯佛中の仕事仲間」『SELECT●』3号 8頁 1930年　出所：黒川弘毅・井157
上由理（編） 前掲書14頁 
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